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韓米定例安保協議（ＳＣＭ）開催 

 韓国と米国は１１月１３日、ソウルで定

例安保協議（ＳＣＭ）を開催し、北朝鮮

（※正しくは朝鮮、以下同じ）の核・大量

破壊兵器の脅威抑止を目的に国防相間で交

わす戦略文書「オーダーメード型抑止戦略

（ＴＤＳ）」を１０年ぶりに改定した。 

 申源湜（シン・ウォンシク）国防部長官

とオースティン国防長官が新たなＴＤＳに

署名した。ＴＤＳは２０１３年のＳＣＭ開

催を機に初めて作成された。新たなＴＤＳ

は北朝鮮が核・大量破壊兵器を使用する可

能性に備え、米国の核能力を含め韓米同盟

のあらゆる能力を活用する方策を盛り込ん

だとされる。韓米首脳は今年４月に発表し

た「ワシントン宣言」で拡大抑止の強化に

合意しており、これを受け情報共有や企

画、実行など、拡大抑止の戦略的な方向性

が反映された。韓国政府筋は「従来の拡大

抑止が米国の核戦力に依存していたとすれ

ば、（今後は）ワシントン宣言で合意した

両国の協議体『核協議グループ（ＮＣ

Ｇ）』を通じ、米国の核作戦に対する韓国

側の通常戦力支援に向けた共同企画と実行

が実現することになる」と説明した。 

 韓米の両長官はＳＣＭ後に発表した共同

声明で、ＮＣＧが北朝鮮の核使用に備えた

韓米同盟の実効的な対応策づくりを行って

いると強調した。共同声明では、高度化し

た北朝鮮のミサイル脅威に備え、米国の早

期警戒衛星の情報共有システムを通じて同

盟の探知能力を強化していくことで合意し

たとも明らかにした。 

 

「韓米同盟国防ビジョン」４年ぶり発表 

 韓国と米国は１３日、定例安保協議を機

に、４年ぶりとなる「韓米同盟国防ビジョ

ン」を発表した。韓国国防部が同日、申長

官とオースティン長官名義で発表したＳＣ

Ｍの共同声明とは別にメディアに配布した

国防ビジョンで、韓米は「同盟は変化する

安全保障環境を踏まえ、われわれの最も根

本的で差し迫った脅威である北に対応する

と同時に、地域と世界の安保に寄与する未

来志向的体制を整えなければならない」と

強調した。 

 今回の国防ビジョンでは「北を含む域内

の敵対的行為者の戦略的攻撃と侵略を抑止

することが重要だ」として、「韓米同盟は

北に対する抑止力の完全性を向上させるた

め、有事の際に米国の核作戦に対する韓国

の従来型の支援を共同で企画し、実行でき

＜韓米同盟強化・韓米日軍事同盟化＋国連軍司令部「再活性化」＞に断固反対…国連軍司令部

は解体しろ！ 

ソウルで初開催された韓国と国連軍司令部加盟１７カ国代表による会議 
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るよう努力する」と明記し、北朝鮮の脅威

を改めて強調した。 

 

韓米日国防・防衛相会談 

 申長官とオースティン長官、木原稔防衛

相は１２日にテレビ会談を行い、年内に複

数年にわたる共同訓練計画を策定し、来年

１月からより体系的かつ効率的に３カ国訓

練を実施することで合意した。三氏は北朝

鮮のミサイル情報の即時共有に向けた準備

が最終段階に入っているとして、１２月に

システムを開始することで一致した。３カ

国は昨年１１月に開かれた首脳会談で、北

朝鮮ミサイル情報の即時共有で合意してい

た。 

 

韓国・国連軍司令部加盟国が初会議 

 韓国と国連軍司令部加盟の１７カ国の国

防相や代表による初めての会議が１４日、

ソウルで開催され、申長官とオースティン

長官をはじめとする加盟各国の代表が出席

した。国連軍司令部の加盟国は朝鮮戦争に

戦闘兵を派遣した米国、英国、カナダ、ト

ルコ、オーストラリア、フィリピン、タ

イ、オランダ、コロンビア、ギリシャ、

ニュージーランド、ベルギー、フランス、

南アフリカの１４カ国と、医療支援団を

送ったノルウェー、デンマーク、イタリア

の３カ国。 

 国連軍司令部は１９５０年６月２５日の

朝鮮戦争勃発に伴い国連決議により結成さ

れ、５３年７月２７日の停戦協定締結以降

も同協定の管理と有事における韓米連合軍

司令部の戦力の支援任務を担っている。在

韓米軍司令官兼韓米連合軍司令官が国連軍

司令官を兼務している。 

 会議では共同声明を採択し、「国連の原

則に反し、朝鮮半島で韓国の安全保障を脅

かす敵対行為や武力攻撃が再開される場

合、共同で対応する」と明言した。声明に

は、現在の安全保障脅威に対処するため韓

米同盟と国連軍司令部構成国の共同演習と

訓練を活性化し、相互交流と協力を継続し

て強化していくとの内容が盛り込まれた。

また、「約７０年間、国連軍司令部は朝鮮

半島で戦争を抑止することに効果的に寄与

してきた」として、「（朝鮮戦争の）停戦

協定は朝鮮半島で敵対行為を中断し、これ

を維持するための効果的な手段」と強調し

た。 

  韓国国防部は会議を定例化する方針であ

り、国連軍司令部との協力強化のため、韓

国軍将校の同司令部参謀部への派遣につい

ても協議している。 

 尹錫悦（ユン・ソンニョル）大統領は同

会議に祝電を寄せ、国連軍司令部を「韓国

を防衛する強力な力の源泉」とし、国連軍

司令部が朝鮮戦争停戦協定の履行だけでな

く、有事の際は国連安全保障理事会による

別途の決議がなくても友好国の戦力を統合

して韓米連合軍に提供するとしながら、朝

鮮半島の自由と平和維持における役割を評

価した。 

 一方、朝鮮外務省の軍縮・平和研究所は

１３日、同会議について「第二の朝鮮戦争

を挑発するための実際的な条件づくりに着

手したことを如実に示す」として、「新た

な侵略戦争を挑発しようとする試み」と主

張した。朝鮮中央通信が伝えた。また、

「数十年前に解体すべきだった国連軍司令

部は今日、米国主導の多国籍戦争の道具と

して復活している」として、国連軍司令部

の解体を求めた。 

 

国連軍司令部「再活性化」＝米国主導多国籍

軍の実動化 

 米国は朝鮮のいわゆる「核・ミサイルの

高度化」に対応する「抑止力」を確立する

ためとして、韓米日３カ国間でミサイル情

報を即時共有する態勢と、あわせて米軍の

核兵器を使用する作戦に韓国の通常兵器を

有効に活用する態勢を整備し完成させるこ

とを急務としている。そのために韓米同盟

の強化と韓米日３カ国軍事同盟化が進んで

いる。改定されたテーラーメード型抑止戦

略・韓米同盟国防ビジョンにはその方向性

が示されている。 

 一方で、米国はすでに役目を終えている

はずの（朝鮮）国連軍司令部（※国連憲章

第７章「平和に対する脅威に際して軍事的

強制措置をとることができる」に基づき安

保理が指揮する「国連軍」ではない）の機
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能を朝鮮戦争時のように復活させ、米国主

導の多国籍軍へと生まれ変わらせ実動化さ

せる、いわゆる「再活性化」を計画してい

る。今回初めて開かれた韓国と国連軍司令

部加盟の１７カ国の国防相や代表による会

議はそのためのものだ。再活性化された司

令部はまずは朝鮮を対象にしながらも、そ

の軍事行動領域は朝鮮半島から東アジア、

さらにはインド太平洋までをカバーし、も

う一つの北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）と

なることが想定される。そして、米国は韓

米日３カ国でその中心部隊を担うことを構

想しており、そのために韓国と日本を国連

軍司令部に加盟させることが課題として浮

上している。「韓国軍将校の司令部参謀部

への派遣」検討はその布石であり、日本の

場合は、横田飛行場に国連軍後方司令部が

所在し、国連軍地位協定に基づき国連軍司

令部が在日米軍基地を使用できることなど

から、国連軍司令部と地理的・軍事的関係

が強いことを理由にあげるものと推測され

る。 

 （事実上の）韓米日３カ国軍事同盟にと

どまらず米国主導の多国籍軍が「国連」の

名前を利用しながら、朝鮮半島を蹂躙し戦

争の危機を地域を拡大して醸成しようとし

ている。国連軍司令部の再活性化に断固反

対すると共に、同司令部の解体を強く要求

する。 

民主党、放送通信委員長を弾劾訴追へ 

 第一野党「共に民主党」は１１月９日、

放送通信委員会の李東官（イ・ドングァ

ン）委員長に対する弾劾訴追案を国会本会

議に提出した。同党は△放送通信委が、５

人の定員のうち３人が空席となっている状

態で、主要案件を与党系の委員長と副委員

長だけの賛成で議決したことは放送通信法

に違反し、△放送通信委がフェイクニュー

スの根絶を理由に放送局に報道の経緯に関

する資料の提出を要求し、憲法上の「言論

の自由」を侵害したと主張し、放送通信委

員長の弾劾を求めた。 

 弾劾訴追案は本会議に提出された２４時

間後から７２時間以内に採決されなければ

ならない。本会議では放送３法などの法案

が採決にかけられ可決された一方、本会議

が終了したことで弾劾訴追案を採決に持ち

込めなくなった共に民主党は、訴追案を一

旦撤回し、今月３０日の本会議にあらため

て提出することにした。 

 

ＫＢＳ社長、制作の自主性の侵害と不当な人事

を強行 

 １３日に就任したＫＢＳの朴敏（パク・

ミン）社長は翌日、記者会見を開き、文在

寅（ムン・ジェイン）前政権で任命された

前社長のもとで偏った報道をしたことで、

ＫＢＳは公共放送の重要な価値である公正

性を損ない、国民からの信頼を失ったとし

て謝罪した。 

 朴社長は「ここ数年間、番組の司会者が

片方の政治陣営の肩を持ったり、ゲストの

人選が偏っていたりしたことが少なくな

かった」と説明した上で、公正性の確保と

信頼の回復を経営の最優先課題として掲げ

ると強調した。 

 一方、朴社長の就任初日から、これまで

与党勢力から「偏向放送」と攻撃されてい

た時事番組が突然編成から外され、出演者

が交代させられるなどの事態が発生。全国

言論労働組合（言論労組）ＫＢＳ本部は

「今回の措置は放送法で保障された『放送

編成の自由と独立』を侵害したもの」だと

反発した。 

４月総選挙をにらんだ尹政権の露骨なメディア掌握…尹政権は退陣しろ！ 

李東官放送通信委員長（右）を任命する尹錫悦大統領  
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●【記事紹介】労・農・貧・市民６万人「尹錫悦政権退陣総決起」…「尹錫悦政権退陣は民衆が真に

よく生きるためのもの」 

 １１月１１日にソウルで「尹錫悦（ユ

ン・ソンニョル）政権退陣総決起」が６万

人規模で開催された。同日、ソウルでは韓

国労総の「労働者大会」（５万人参加）や

「尹錫悦政権退陣！ キャンドル行進」な

ども行われ、「尹政権退陣！」の声が一斉

に上がった。統一ニュースの記事（１１月

１２日）を紹介する。 

 

 １１月１１日午後３時３０分、ソウル西

大門駅統一路で６万人余の労働者、農民、

貧民、市民が集まる中、「尹錫悦政権退陣

総決起」が進行した。 

 これに先立ち、午後２時には総決起会場

で民主労総が主催する「２０２３全国労働

者大会」、ソウル歴史博物館前では「全国

農民大会」、西大門駅警察庁前では「１

１・１１貧民大会」、ソウル市庁東側では

「尹錫悦政権審判の日 汎市民大会」がそ

放送通信委、ニュース専門局の筆頭株主変更

推進  

 放送通信委は１６日、ニュース専門テレ

ビ局の聯合ニュースＴＶとＹＴＮの筆頭株

主を学校法人乙支学院と中堅財閥・有進グ

ループの傘下企業にそれぞれ変更する承認

審査計画を議決した。 

 これに対し言論労組は１７日、公的な性

格を持つニュース専門テレビ局の民営化の

動きについて即時中止するよう求め、「筆

頭株主の変更を通じて報道専門局を間接的

に掌握し、現政権の急落した支持率を引き

上げようとするもの」と批判した。 

 ニュースを２４時間体制で伝え、社会的

影響力を発揮するニュース専門テレビ局の

公的な性格は放送法にも明記されている。

同労組は放送通信委に報道の公共性を破壊

する株主変更手続きを即時中止するよう求

めた。 

 

尹政権の露骨なメディア掌握 

 成立した放送３法は、公営放送（ＫＢ

Ｓ、ＭＢＣ、ＥＢＳ）の理事数を拡大し、

理事推薦権限を放送関連学会と視聴者委員

会など外部に拡大する内容を骨子とし、市

民による推薦委員会が公営放送社長を推薦

できるようにもした。これまで公営放送３

社の社長は放送通信委を経て推薦・任命さ

れ、放送通信委員は政府と国会が推薦・任

命してきた。放送３法は現状を民主的に公

開的に改善したものといえる。 

 尹錫悦（ユン・ソンニョル）大統領が任

命した李東官委員長は、李明博政権で大統

領府報道官、メディア特別補佐官などを歴

任し、メディア掌握を陣頭指揮した人物。

朴敏社長は文化日報に記者として入社後、

社会部長、政治部長、編集局長などを経て

最近まで論説委員として在職した保守系メ

ディア人士。李氏には国会で弾劾訴追案が

出される予定であり、朴氏は国会人事聴聞

会の承認を得られないまま最終的に大統領

が任命した。 

 尹政権は放送３法の本格施行と李委員長

への弾劾訴追を念頭にしながら、メディア

掌握を急いでいる。いうまでもなく、これ

は来年４月の総選挙での勝利、さらには次

期大統領選挙における保守執権まで想定し

た「選挙に有利な環境整備」を狙ってのこ

と。 

 尹大統領は「国民はいつも正しい」と民

意をくみ取る姿勢を一時見せた。しかし、

それが本心でないことを、この間の露骨な

メディア掌握はあらためて明らかにした。

国民を軽視する尹政権には退陣しかない。 

１００人の代表者が舞台上で「民衆１０大要求案」を朗読 
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れぞれ開催された。 

 西大門駅コメ博物館近隣で進行した「全

国障がい者労働者大会」とソウル市庁正門

前で記者会見を開いた女性たちも合流し、

統一路の大会場は６万人余（主催者側推

算）の参加者の熱気が充満した。 

 総決起代表者１００人が舞台にあがり、

「尹錫悦政権の退行と暴走を止めるため

に、わたしたちはこの場に立った」とし、

△労働者懸案（週６９時間制労組法改悪、

５０人未満事業場に対する重大災害処罰法

適用猶予、労組法２，３条改正＝黄色い封

筒法に対する大統領拒否権計画）△農民懸

案（農畜水産物輸入強行、農家所得月８０

万ウォン水準暴落、農業予算削減)△庶民・

都市貧民民生懸案（チョンセ詐欺、物価暴

騰、投機資本のための４０兆ウォン支援、

財閥税金２３兆ウォン削減、公共料金爆

弾）など、一つずつあげた。 

 また、尹錫悦政権が強制動員被害者に対

する第三者弁済方案を強行して日本政府に

免罪符を与え、日帝に抗して闘った独立運

動の歴史を消してしまった。日本の放射能

汚染水海洋投棄を擁護し事実上の核テロに

加担したとした上で、「親日売国尹錫悦政

権退陣」を要求した。 

 続けて「わたしたちはこれ以上、尹錫悦

政権がつくり出した絶望の中で生きること

ができない」としながら、「主権者である

わたしたちは今日、反民生、反民主、反平

和の尹錫悦政権の退陣を宣言する」と声を

あげた。 

 ハム・セウン全国非常時局会議（推）常

任顧問は映像を通じた激励辞で「わたした

ちが集まったのは、尹錫悦大統領をその権

力の座から引きおろすための訴えと叫びか

らだ。不義の尹錫悦検察独裁を引きおろ

し、弾劾し、美しい民主政権を実現しよ

う」「民主主義と平和、民族の団結と和解

のための夢を成し遂げよう」と述べた。 

 クォン・ヨンギル民主労総指導委員は

「今日わたしたちは尹錫悦政権退陣総決起

を宣言し、闘争の道を力強く進むために集

まった」「まさに今が民衆が真によく生き

るために闘争する時」と強調した。 

 大会を３０分間で短く終えた総決起参加

者は午後４時から、「労働者・農民・貧

民・民衆をすべて殺す尹錫悦政権を終えよ

う！」「民生破綻・財閥重視の尹錫悦政権

は退陣しろ！」「米国、日本の利益のため

に主権を放り出した尹錫悦政権は退陣し

ろ！」などのスローガンを叫びながら、龍

山の大統領室前に向けて街頭行進を繰り広

げた。 

 キム・ジェハ全国民衆行動共同代表は大

統領室近隣の南営駅前で行われた集約集会

で、「わたしたちが一体どのようにして生

き続けていけるのか。一日でも早く尹錫悦

を引きおろしてこそ、この地の労働者、農

民、庶民が生きることができる」「民衆の

総決起で引きおろそう。今日がその出発

点」とまとめの発言をした。 

 ７年前（２０１６年）、農民が労働者と

手をとり民衆総決起を起こし、そしてキャ

ンドル大革命を起こし、ペク・ナムギ農民

の死を乗り越え、パク・クネを引きおろし

たその勢いで尹錫悦を最も早いうちに引き

おろそうと声を高めた。 

 そして「パク・クネ退陣以後、残念だっ

た５年間をこれ以上繰り返さないでおこ

う」「労働者、民衆が主人公らしく生きる

新しい社会の基盤を固めること、それが尹

錫悦退陣闘争」と訴えた。 

 

発表された「民衆１０大要求案」 

１．物価暴騰対策及び民生保障・貧困撤廃 

△公共料金引き上げ計画撤回、物価暴騰対

策△中小事業者及び家計負債解決△富裕層

減税撤回、社会福祉予算拡大△チョンセ詐

欺根本的対策策定△公共賃貸住宅建設拡大

△露店条例推進中止、露店特別法制定△強

制撤去中断、循環式開発施行 

２．雇用と労働権保障 

△労組法２・３条改正△労組法２・３条改

正拒否権計画撤回△週６９時間制、労組法

改悪撤回△すべての労働者の労働基本権保

障△国家責任、公共部門雇用拡大  

３．持続可能な農業 

△無分別な農水畜産物輸入中止△コメ及び

農産物公定価格保障  

４．民主主義実現 

△検察独裁中止△放送掌握中止及び放送３



6 

法改正△放送法に対する拒否権計画撤回△

集会デモ保障△公安弾圧中止△国家保安法

廃止△国情院解体△良心囚釈放  

５．自主平和統一実現及び歴史正義実現 

△南北合意履行△韓米日軍事同盟阻止△日

本の軍国主義武装化反対△韓米・韓米日軍

事訓練中止△親日売国糾弾、屈辱的対日協

商破棄 △歴史歪曲中止  

６．差別撤廃、人権保障 

△差別禁止法制定など差別撤廃△女性、移

住民、障がい者、性少数者差別及び嫌悪中

止△女性家族部廃止反対  

７．青年学生 

△青年のための公雇用創出! △政府責任拡

大! 教育公共性強化しろ!△大学まで無償

教育実施! △無策の大学統廃合中止!  

８．気候危機で繰り返される災難惨事への

正しい対応及び環境生態系、安全な社会 

△原子力発電拡大計画撤回及び温室ガス削

減縮小△気候災難への正しい対応及び安全

で持続可能な環境生態系保障△梨泰院、五

松惨事真相究明責任者処罰、安全社会建設

△日本放射能汚染水海洋投棄中止、日本水

産物輸入中止  

９．社会公共性拡大、民営化阻止 

△医療・ケア、エネルギー、交通、住居に

対する国民基本権保障△鉄道分割民営化阻

止  

１０．政治改革 

△既得権２党体制解体△連動型比例代表制

導入及び衛星政党禁止法制定△圏域別並立

型比例代表制廃棄 

 

原 文  http://www.tongilnews.com/news/

articleView.html?idxno=209406 

 

활동보고 活動報告 

１１．１１ 「尹錫悦政権 退陣総決起」参加記 

在日韓国青年同盟中央本部 委員長 韓成祐（ハン・ソンウ） 

 

 １１月１１日に行われた「尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権

退陣総決起」と関連行事に参加するため、１１月１０日～１２

日にかけて訪韓しました。国内で活動するにあたって、今回も

６・１５南側委員会青年学生本部のチョン・ジョンソン常任代

表とソン・トンデ執行委員長に同行していただき、大変お世話

になりました。また今回は兵庫県本部からも二人訪韓し、１０

日にモンダンヨンピル（韓国の朝鮮学校支援団体）の青年部と

交流しました。 

 

１０日午後４時に仁川空港へ到着、宿舎に着いた午後６時前には既に辺りは暗くなっていま

した。そして何よりも、寒い！！ 前日まで東京は日中気温２０度台の日が続いていたため、

まったく防寒対策をせずに行った私は到着早々凍えることになりました。 

その後６．１５青学本部と合流し一軒目にカムジャタン、二軒目にスンデをご馳走になり、

この間の近況などを語り合いました。そしてこの日はチョン代表宅に泊めていただけることに

なり、代表宅でも近くに住む青年と共に楽しく交流しました。 

 

翌１１日は昼食後、午後２時から市庁広場近くの道路上で開催された「尹錫悦政権審判の日 

汎市民大会」に参加しました。こちらの市民大会は「尹錫悦政権退陣総決起」本集会に先立っ

て行われた部門別大会の一つで、約１０００名が参加し、特に進歩党とキャンドル行動ののぼ

行進に参加する韓青メンバーたち  

http://www.tongilnews.com/news/articleView.html?idxno=209406
http://www.tongilnews.com/news/articleView.html?idxno=209406
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りが多く上がっていた印象があります。 

肝心の集会内容ですが、会場に着いて早々に６・１５合唱団の方にお会いし韓国チャンポン

をご馳走になっていたので前半部分は見られず、後半から見ることができました。市民大会の

最後に発表された共同宣言文では「私たちはもはや尹錫悦政権がつくり出した絶望の中で暮ら

すことができない。尹錫悦政権の無能と暴走に怒るすべての市民の力を一つに集め、私たちは

再び『審判の広場』を開くだろう」と述べられました。 
 

市民大会が終わった後、市庁広場から退陣総決起集会が行われる西大門へ歩いて移動しまし

た。退陣総決起は西大門の道路上で行われたのですが、すべての道路を占有するのではなく数

カ所に分かれて開催されていました。 

私たちは「民主労総全国労働者大会」を見に行き、その会場が「尹錫悦政権退陣総決起」の

本会場となったのでそのまま参加しました。退陣総決起は映像上映と宣言文の朗読、進歩大学

生の歌などが行われ、終了後は大統領執務室のある龍山に向かう行進が始まりました。退陣総

決起は主催者発表で６万人が参加し、会場を端から端まで見て回れないほどの人の波でした。 
 

その後、西大門から市庁広場方面に戻り午後５時から行われた「尹錫悦退陣！ 金建希（キ

ム・ゴニ）特検！ 第６４回キャンドル大行進」に参加しました。 

キャンドル集会は参加者の発言を中心に進行していましたが、途中でスローガンを挟んだり

体を動かすダンスの時間を入れるなど、参加者を飽きさせない工夫がされていました。同行し

たチョン代表は「これでも参加者は少なくなった」と言っていましたが、約２０００人が参加

しており、何よりも参加者・スタッフ共に「絶対に尹錫悦を退陣（弾劾）させる」という熱意

を感じました。 

終了後は鐘路五街に向かって行進しました。途中で明洞など人通りが多い所も通りました

が、私たちの叫ぶ「尹錫悦退陣」のスローガンに対する市民の反応も良かったです。改めて尹

錫悦政権がいかに民衆から支持されていないか、実感できる機会となりました。 
 

行進を終えた後は仁寺洞にある居酒屋へ行き、６・１５青学本部と韓国大学生進歩連帯（大

進連）の同志たちと交流しました。大進連の学生の中にはこの間の訪韓事業で顔を合わせた学

生たちもいて、連帯が深まっていることを感じました。交流会ではノレ（歌）を歌うなどし、

楽しい時間を過ごすことができました。二軒目も近くの飲食店に行き、遅くまで国内同志と交

流しました。 
 

今回の訪韓では運動の現場に参加し、市民と共に政権退陣を叫び国内同志との連帯を深める

成果をあげることができました。これからも韓青にしかできない役割に誇りを持って、運動に

邁進していきたいと思います。 

■韓統連ホームページ、日々更新しています 

韓統連ホームページでは、朝鮮半島情勢や私たちの活動予定・報告などを日々アップしてい

ます。また、講演や集会の動画を韓統連ユーチューブチャンネルで配信しています。あわせ

てぜひご覧ください。 

 

韓統連ホームページ 

https://chuo.korea-htr.org/ 

韓統連ユーチューブチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ 

https://chuo.korea-htr.org/
https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ
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写真で見る１１．１１韓青訪韓 
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「尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権退陣！１１．１１民衆総決起支持！プラカードアピール」を「尹錫悦政権

退陣運動本部」に伝達しました 

 韓統連では９月２４日から１１月１１日 まで、尹錫悦政権退陣と１１．１１尹錫悦政権 退陣

総決起支持を訴えるプラカード・アピールを全国で展開しました。 

 集めた写真は退陣運動本部のホームページに掲載されました。また退陣運動本部に加入

している韓国進歩連帯のキム・ジヘ自主統一局長がまとめてフェイスブックにあげてくれ

た写真を紹介します。 

 たくさんの方にご協力いただき、ありがとうございした。 
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韓統連神奈川本部は１１月１２日、川崎

市内で情勢学習会を開催した。神奈川本部

の文世賢（ムン・セヒョン）代表委員が主

催者あいさつ。「尹錫悦（ユン・ソンニョ

ル）政権 退陣総決起の翌日に学習会を開

催することになり、非常に意義深い。しっ

かりと学習し、来年本格化する退陣闘争、

総選挙広報活動に備えていこう」と語っ

た。 

中央本部の李俊一（イ・チュニル）事務

長が報告。イスラエル－パレスチナ問題を

歴史的経緯から説明。「パレスチナの被害

は深刻であり、即時停戦を要求しなければ

ならない。また、米国の介入はいたずらに

戦火を拡大するだけであり、断固反対す

る」と語った。尹錫悦政権については「先

の江西区長補欠選挙で国民の審判が下っ

た。１１．１１尹錫悦政権 退陣総決起を

契機として退陣運動はより高まっていくだ

ろう」とし、今後の課題として△退陣運動

を日本でも積極的に展開する△来年の総選

挙に向けて広報活動を準備することをあげ

た。 

質疑応答後、韓青中央本部の韓成祐（ハ

ン・ソンウ）委員長が訪韓事業について報

告。退陣総決起はじめ、国内の運動に参加

したことについて「国内の運動に勇気をも

らった。今後も在日同胞青年とともに自

主・民主・統一運動に邁進していきたい」

と語った。 

● 韓統連神奈川本部が情勢学習会を開催…李俊一事務長が講演 

１１月１９日、「第２７回伊丹マダン」

が兵庫県伊丹市の三軒寺前広場で開催。天

候にも恵まれ、会場には多くの地域住民が

つめかけ大盛況となった。主催は韓統連兵

庫本部、韓青兵庫県本部が参加する実行委

員会。 

川上八郎実行委員長が主催者あいさつ。

「伊丹マダンは多文化共生を目指している

が、現在、ウクライナ、パレスチナと、世

界では真逆のことが起こっている。私たち

はそのような動きに対してはっきりとＮＯ

と言いたい。ともに生きたい、という思い

を共有していこう」と語った。 

ステージでは神戸朝鮮高級学校・尼崎朝

鮮中級学校、コリア国際学院、韓青兵庫県

本部のメンバーによる漫才コンビ「カレコ

レ」などによる多彩な文化公演が行われ、

国際色豊かな屋台やチョゴリ（韓国の民族

衣装）の試着、クイズ大会、世界のおも

ちゃ体験などの子どもブースもあり、参加

者は楽しみながら民族文化に触れることが

できた。 

また１１月１日から１２月１０日までプ

レイベントとして、映画「焼き肉ドラゴ

ン」で有名となった伊丹市中村地区の在日

コリアン集住地区のジオラマ・風景画展を

開催し、１１月１０日にはワークショップ

を開催。地元の在日同胞１世の証言を聞

き、在日の歴史と日本社会の問題を考える

機会となった。 
 

● 兵庫で「第２７回伊丹マダン」開催…平和と共生をアピール 

講演する李俊一（イ・チュニル）事務長（写真右） 

神戸朝鮮高級学校・尼崎朝鮮中級学校吹奏楽部の公演 
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행사예정 行事予定 

１１．１１退陣総決起も終わり、いよいよ年末に近づいてきました。来年は春に韓国国会

議員総選挙があり、また情勢が大きく動きそうです。在日同胞も選挙に参加できますので

（比例区のみ）ぜひ投票しましょう。（李） 

編
集
後
記 

１１月 

 

韓統連兵庫セミナー（兵庫） 

日時:１１月２６日（日）午後２時３０分開場、３時開始 場所：尼崎市立中小企業センター 

内容：「高まる尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権退陣闘争～デモと選挙で社会を変える韓国

民衆～」（講師―宋世一（ソン・セイル）委員長）参加費：１０００円 主催：韓統連兵庫

本部 連絡先:０９０－５０１６－６３５２（チェ） 

韓統連広島セミナー２０２３（広島） 

日時:１１月２６日（日）午後３時１５分開場、３時３０分開始 場所：広島市まちづくり市

民交流プラザ 内容：「尹錫悦政権と朝鮮半島情勢」（講師―金昌五（キム・チャンオ）韓

統連大阪本部副代表委員）主催：韓統連広島本部 連絡先:０９０－３３７２－０９９３（ユ

ン） 

 

１２月 

 

第１８回韓統連愛知セミナー（愛知） 

日時:１２月１０日（日）午後１時３０分開始 場所：愛知民主会館 内容：「今こそ進めよ

う、朝鮮半島平和の道標を」（講師―康宗憲（カン・ジョンホン）韓国問題研究所代表）参

加費：１０００円（学生:５００円） 主催：韓統連愛知本部 連絡先:０９０－３９３０－

８８１５（キム） 

情勢学習会（神奈川） 

日時:１２月１７日（日）午後１時開場、１時１５分開始 場所：東海道かわさき宿交流館 

内容：情勢講演（講師―宋世一（ソン・セイル）委員長） 主催：韓統連神奈川本部 連絡

先:０９０－１０４９－４２６１（ムン） 

第２２代 韓国国会議員総選挙 在外投票案内 
 

２０２４年４月１０日に実施される第２２代韓国国会議員総選挙に、在日同

胞も投票できます。初めて投票する方は事前に選挙人登録が必要ですので、

期限内に各地の韓国領事館で登録してください。 
 

在外選挙人登録申請期間 ２０２４年２月１０日まで 

投票期間      ２０２４年３月２７日～４月１日まで 
 

手続きの詳細は在外選挙 中央選挙管理委員会ホームページでご確認ください 
https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do# 

https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do



